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研究成果の概要（和文）：　本研究は、個別支援から援助チームの構築までを含めた養護教諭が行う保護者支援
と共感性・被援助志向性の因果モデル検証（調査1）、養護教諭の共感性と被援助志向性に介入する保護者支援
プログラムの開発と評価（調査2）、という2つの方向性から追究した。
　調査1は、現職養護教諭を対象とする質問紙調査により保護者支援尺度を開発すべく探索的因子分析、信頼
性・基準関連妥当性の検証、共分散構造分析による因果モデルを明らかにした。
　調査2は、調査1で明らかになった因果モデルに基づき「養護教諭の保護者支援プログラム」を開発し、現職養
護教諭を対象とするオンラインセミナーの開催によって介入を行い、評価した。

研究成果の概要（英文）：　This research was pursued from two angles: (1) verification of a causal 
model of parent support provided by yogo teachers ranging from individual support to the 
establishment of support teams, as well as empathy and help-seeking preference (Study 1), and (2) 
development and evaluation of a parent support program that intervenes in the empathy and 
help-seeking preference of yogo teachers (Study 2).
　In Study 1, in order to develop a parent support scale, by questionnaire survey of incumbent yogo 
teachers,  exploratory factor analysis and verification of reliability/criterion-related validity 
were conducted, and a causal model was revealed.
　 In Study 2, a “parent support program of yogo teacher” was developed based on the causal model 
revealed in Study 1, and its effectiveness was evaluated through intervention by holding an online 
seminar for incumbent yogo teachers.

研究分野： 養護教育学　学校看護学　学校心理学　キャリアデザイン学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果は、①これまでに見当たらなかった養護教諭の保護者支援に関する演繹的な知見として信頼性・妥
当性を有する尺度が開発されたこと、②養護教諭の認知面とりわけ共感性および被援助志向性に介入することが
養護教諭の保護者支援を促進するモデル化に至ったこと、③保護者支援プログラムを開発しそのリーフレットを
考案したこと、である。広く養護教諭の保護者支援という実践を測定可能とし、その行動としての実践を左右す
る認知的側面の影響を明らかにしたことは、学術的意義を有し、養護教諭の現職教員教育や養成教育において重
要な示唆となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)本研究は、学校における連携・協働の新たな枠組みとして、「チーム学校」の考え方が導入さ
れた（中央教育審議会，2015）ことに鑑み、養護教諭も例外ではなくその専門性を発揮すること
が求められ、とりわけ、コーディネートの役割に期待が寄せられている（文部科学省，2017）こ
とから、チーム援助の実践の始期に学級担任と保護者、コーディネーター（養護教諭）による個
別支援チームを形成することに着目し、支援者兼コーディネーターである養護教諭の保護者支
援研究に着手した。 
 養護教諭は保護者への支援的な関わり（保護者支援）からパートナーになり、保護者と共に子
どもを支援する。保護者支援には、保護者への個別支援から援助チーム構築までが含まれており、
共感性や被援助志向性という養護教諭の認知面が関係すると明らかになっている（平井・中下，
2017）。 
そこで、養護教諭の共感性および被援助志向性を高めることから保護者支援を促進する研究

計画を立案した。 
 
(2)養護教諭は保護者との信頼関係を築く（青栁ら，2013；竹鼻・朝倉，2016）ことが重要視さ
れる一方、保護者のクレーム（辻ら，2010）やその対応（永石，2009）における養護教諭の困
難感（青栁ら，2015）があり、保護者支援が養護教諭の精神的健康に影響を及ぼす可能性がある
（平井・中下，2017）。研究開始当初は、共感性および被援助志向性に介入することが保護者支
援の促進だけでなく、養護教諭の精神的健康の維持・改善に有効であるかを確認する予定であっ
た。 
しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大が、養護教諭による保護者支援という養護実

践や養護教諭の精神的健康に多大な影響を認める昨今の状況により、本研究の介入プログラム
は保護者支援の促進に焦点化し、検討し直した。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、新興感染症の猛威によって研究計画の変更を余儀なくされたことをふまえ、
①養護教諭の共感性・被援助志向性が個別支援から援助チームの構築までを含む保護者支援に
どのような影響を与えるか明らかにすること、②養護教諭の共感性・被援助志向性を高める介入
プログラムを開発すること、③介入プログラムが養護教諭による保護者支援の促進に有効であ
るかを確認すること、とした。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究計画は、個別支援から援助チームの構築までを含めた養護教諭が行う保護者支援と共
感性・被援助志向性の因果モデル検証(調査 1)と、養護教諭の共感性と被援助志向性に介入する
保護者支援プログラムの開発と評価(調査 2)、という 2 つの方向性から追究した。 
 
(2) 調査 1 として、個別支援から援助チームの構築までを含めた養護教諭が行う保護者支援と
共感性・被援助志向性の因果モデル検証は、現職養護教諭を対象とする質問紙調査により保護者
支援尺度を開発すべく探索的因子分析・信頼性係数の算出・基準関連妥当性（瀬戸・石隈，2002
によるコーディネーション行動尺度を使用）の検証のための相関係数を算出し、さらに構成概念
妥当性を検証すべく共分散構造分析による因果モデルを明らかにした。 
 
(3)調査 2 として、養護教諭の共感性と被援助志向性に介入する保護者支援プログラムの開発と
評価は、調査 1 で明らかになった因果モデルに基づき「養護教諭の保護者支援プログラム」を開
発し、現職養護教諭を対象とするオンラインセミナーの開催によって介入を行い、評価した。チ
ーム援助における養護教諭特有の信念を起点に、共感性・特性的な被援助志向性といった養護教
諭の認知面に介入することで、保護者支援という行動の主観的評価が高まることをねらいとし
た。 
なお、評価は、対象は介入群・統制群を設け、各オンラインセミナーの前後に質問紙調査によ

る効果検証を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 調査 1 では、計 17 項目から 5 つの下位因子で構成された養護教諭の保護者支援尺度を作成
した。第 1 因子は「私は、子どもの個別支援チームを作るために担任と協力している」を含む 3
項目から成り、【学級担任と協力する個別支援チーム作り】と命名した。その他も同様に、それ
ぞれ「私は、保護者から子どもの学校生活や担任との関係の悩み・つらさを聴いている」を含む
5 項目、「私は、保護者が家庭で子どもの社会性を支援するための助言をしている」を含む 3 項
目、「私は、保護者が家庭で行うべき身体的ケアを子どもに行っている」を含む 3 項目、「私は保
護者に、子どもの心身の健康について情報提供をしている」を含む 3 項目から成り、第 2 因子



は【保護者を理解し学級担任につなげる】、第 3 因子は【保護者へのアドバイス】、第 4 因子は
【保護者に代わる子どもへの支援】、第 5 因子は【保護者と子どもをつなげる】と命名した。 
 尺度の信頼性はα係数の算出により、全体および各下位因子において.73～.93 の十分な内的
整合性を認めた。また、基準関連妥当性はコーディネーション行動（瀬戸・石隈，2002）との相
関係数を算出すると、本尺度の下位因子 5 つとコーディネーション行動尺度の下位因子 4 つの
ほとんどの変数間に.20～.64 の弱い～中程度の有意な正の相関を確認し、併存的な妥当性を認
めた。 
 また、共分散構造分析による
因果モデルは、右図のように示
された。モデルの適合度は、 
χ2(62)=100.47(p<.01) 
GFI=.932 ， AGFI=.900 ，
CFI=.957，RMSEA=.055 であ
った。 
 以上のことから、養護教諭の
保護者支援尺度は信頼性・妥当
性が担保された尺度として開発
され、養護教諭の共感性・被援
助志向性を高め保護者支援を促
進する因果モデルを解明したと
いえる。 
 
(2)調査 2 は、養護教諭の共感性および被援助志向性に介入する「養護教諭の保護者支援プログ
ラム」を実施する介入群、「一般的な保護者対応」を概説する統制群に対し、90 分程度のオンラ
インセミナーを開催した。その前後には、調査 1 と同様の項目で質問紙調査を行い、介入前後の
群別における共感性（他者への敏感性・視点取得）と特性的な被援助志向性（被援助に対する肯
定的態度・被援助に対する懸念や抵抗感）、チーム援助における養護教諭特有の信念、養護教諭
の保護者支援得点の平均値±標準偏差の差を検証した。 
 セミナー実施前は、介入群・統制群においてチーム援助における養護教諭特有の信念・共感性
（他者への敏感性・視点取得）・特性的な被援助志向性（被援助に対する肯定的態度・被援助に
対する懸念や抵抗感）・養護教諭の保護者支援の得点（平均値±標準偏差）に有意な差はなかっ
た。一方、セミナー実施後は、統制群より介入群の共感性（他者感情への敏感性・視点取得）得
点（平均値±標準偏差）が有意に高く（p＜.05）、保護者支援得点（平均値±標準偏差）もまた
有意に高いことを認めた（p＜.01）。 
 したがって、「養護教諭の保護者支援プログラム」による介入は、共感性という認知面に効果
的は働きかけがあったことが、保護者支援という行動の促進につながることが実証された。しか
しながら、本プログラムによる特性的な被援助志向性への介入の十分な効果が得られておらず、
今後も検証を重ねる必要があるといえよう。 
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